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主
な
内
容

２面　�垣添会長  
震災被災者と交流深める旅

３面　�2023年度�
がん征圧スローガン決まる

５面　�コラム「ホットラインの現場から」

１部77円（税込み）

「誰一人取り残さないがん対策を推
進し、全ての国民とがんの克服を目指
す。」――国のがん対策の新たな指針と
なる第４期がん対策推進基本計画が３
月28日、閣議決定された。第３期の基
本計画で掲げた「がん予防」「がん医療」

「がんとの共生」の三つの柱と「これら
を支える基盤」の計４分野で課題や目
標を見直し、2028年度まで取り組む。

第４期の基本計画は、がん患者を含
むすべての国民ががんに関する正しい
知識をもち、避けられるがんの予防
や、時間や場所によらず様々ながん種
に対応した医療・支援を受けられると
いったがん対策を進め、がんを克服す
ることを全体目標として掲げた。が
ん検診受診率の目標を50％から60％
へ引き上げ、患者・市民参画の推進や
デジタル化の推進を新たに追加するな
ど、がん対策を更に推進する。

分野別の目標では、がん予防は、が
んを知り、がん予防、がん検診を促す
ことでがん罹患率・がん死亡率の減少
をめざす。がん予防の普及啓発、自治
体や学会などと連携した取り組みを進
める。科学的根拠に基づいた施策によ
ってがん罹患率を減少させる。また、
全ての国民が受診しやすい検診体制を
作り、がんの早期発見・早期治療を促
して効率的で持続可能ながん対策を進
め、がん死亡率を減少させる。

がん医療では、適切な医療を受けら
れる体制を充実させ、がん生存率の向
上とがん死亡率の減少、がん患者・家
族らの療養生活の質の向上をめざす。
がんゲノム医療など高度ながん医療の
提供、患者本位のがん医療を行い、が

的にサービス・支援を行える仕組みを
作り、社会課題の解決を図ることで、
がん患者・家族が安心して生活できる
地域共生社会の実現に取り組む。

３つの柱を支える基盤の分野では、
取り組むべき項目として「患者・市民参
画の推進」「デジタル化の推進」が新た
に加えられた。がん検診の精度管理な
どでデータの利活用を促すため、「が
ん登録の利活用」も、この分野に位置
づけられた。

第４期基本計画の策定過程で、日本
対がん協会は昨年10月、一般社団法
人「がんと働く応援団」と協力し、「が
んと就労」に関するWEBアンケート
を実施。約700人から寄せられた声を
まとめ、厚生労働省のがん対策推進協
議会へ提出した。また、２月には計画
案に対するパブリックコメントを厚生
労働省へ提出した。

ん医療の質を高める。がんの特性に応
じたがん医療の均てん化・集約化も進
め、生存率の向上、がん死亡率の減少
をめざす。また、支持療法や緩和ケア
が適切に提供される体制も整備し、全
てのがん患者・家族らの療養生活の質
を向上させる。

取り組むべき項目として「小児がん・
AYA世代のがん対策」「高齢者のがん
対策」を分けたほか、「がんと診断され
た時からの緩和ケアの推進」を「がんと
の共生」から移した。

がんとの共生では、がんになっても
安心して生活し、尊厳をもって生きる
ことのできる地域共生社会を実現さ
せ、がん患者・家族らの療養生活の質
の向上をめざす。国や自治体、医療従
事者、医療保険者、事業主、学会、患
者団体、職能団体などの関係団体、マ
スメディアが関連分野と連携し、効率

「�誰一人取り残さないがん対策を推進し､�「�誰一人取り残さないがん対策を推進し､�
全ての国民とがんの克服を目指す。」全ての国民とがんの克服を目指す。」

がん検診受診率の目標は60％へ引き上げ　患者・市民参画の推進などを追加

第４期がん対策推進基本計画（令和５年３月 日閣議決定）概要
第１．全体目標と分野別目標 ／ 第２．分野別施策と個別目標

第３．がん対策を総合的かつ計画的に推進するために必要な事項
１．関係者等の連携協力の更なる強化
２．感染症発生・まん延時や災害時等を見据えた対策
３．都道府県による計画の策定
４．国民の努力

５．必要な財政措置の実施と予算の効率化・重点化
６．目標の達成状況の把握
７．基本計画の見直し

全体目標：「誰一人取り残さないがん対策を推進し、全ての国民とがんの克服を目指す。」
「がん予防」分野の分野別目標
がんを知り、がんを予防すること、

がん検診による早期発見・早期治療を
促すことで、がん罹患率・がん死亡率
の減少を目指す

「がん医療」分野の分野別目標
適切な医療を受けられる体制を充実させるこ

とで、がん生存率の向上・がん死亡率の減少・
全てのがん患者及びその家族等の療養生活の質
の向上を目指す

「がんとの共生」分野の分野別目標
がんになっても安心して生活し、尊厳を持っ

て生きることのできる地域共生社会を実現する
ことで、全てのがん患者及びその家族等の療養
生活の質の向上を目指す

１．がん予防
（１）がんの１次予防
①生活習慣について
②感染症対策について

（２）がんの２次予防（がん検診）
①受診率向上対策について
②がん検診の精度管理等について
③科学的根拠に基づくがん検診の実
施について

２．がん医療
（１）がん医療提供体制等
①医療提供体制の均てん化・集約化について
②がんゲノム医療について
③手術療法・放射線療法・薬物療法について
④チーム医療の推進について
⑤がんのリハビリテーションについて
⑥支持療法の推進について
⑦がんと診断された時からの緩和ケアの推進に
ついて

⑧妊孕性温存療法について
（２）希少がん及び難治性がん対策
（３）小児がん及びＡＹＡ世代のがん対策
（４）高齢者のがん対策
（５）新規医薬品、医療機器及び医療技術の

速やかな医療実装

３．がんとの共生
（１）相談支援及び情報提供
①相談支援について
②情報提供について

（２）社会連携に基づく緩和ケア等のがん対策・
患者支援

（３）がん患者等の社会的な問題への対策
（サバイバーシップ支援）

①就労支援について
②アピアランスケアについて
③がん診断後の自殺対策について
④その他の社会的な問題について

（４）ライフステージに応じた療養環境への支援
①小児・ＡＹＡ世代について
②高齢者について

４．これらを支える基盤
（１）全ゲノム解析等の新たな技術を含む更なるがん研究の推進
（２）人材育成の強化
（３）がん教育及びがんに関する知識の普及啓発

（４）がん登録の利活用の推進
（５）患者・市民参画の推進
（６）デジタル化の推進

第４期第４期
がん対策推進がん対策推進

基本計画基本計画
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バーを支援しよう」「３／11を忘れなバーを支援しよう」「３／11を忘れな
い」という二つのロゴの幟を掲げ、緑い」という二つのロゴの幟を掲げ、緑
色のジャンパーに赤色で「３／11を忘色のジャンパーに赤色で「３／11を忘
れない」とのピンバッジを付けて被災れない」とのピンバッジを付けて被災
地、がん患者の支援をアピールする。地、がん患者の支援をアピールする。
全行程を映画監督の野澤和之氏が同行全行程を映画監督の野澤和之氏が同行
取材し、ドキュメンタリー映画『Dr.カ取材し、ドキュメンタリー映画『Dr.カ
キゾエ 歩く処方箋（仮題）』の制作も予キゾエ 歩く処方箋（仮題）』の制作も予
定される。定される。
　出発に先立ち、垣添会長は東日本大　出発に先立ち、垣添会長は東日本大
震災12周年となる３月11日、福島県震災12周年となる３月11日、福島県
相馬市の市民会館で営まれた追悼式に相馬市の市民会館で営まれた追悼式に
参列し、多くの犠牲者の冥福を祈っ参列し、多くの犠牲者の冥福を祈っ
た。妻をがんで亡くし、がんサバイバた。妻をがんで亡くし、がんサバイバ
ーでもある垣添会長は、思いもよらずーでもある垣添会長は、思いもよらず

がんに罹患した人と、突然の大地震でがんに罹患した人と、突然の大地震で
被災した人は基本的に同じだと考え、被災した人は基本的に同じだと考え、
旅の途中では、被災者や僧侶、再建旅の途中では、被災者や僧侶、再建
した食堂の方たちも訪ねる。宮城県立した食堂の方たちも訪ねる。宮城県立
がんセンター（名取市）では被災し、かがんセンター（名取市）では被災し、か
つ、がんに罹った人に会うなど、こつ、がんに罹った人に会うなど、こ
の旅を通してさまざまな人たちとのの旅を通してさまざまな人たちとの
交流を深める。垣添会長は「サバイバ交流を深める。垣添会長は「サバイバ
ー支援と3.11を忘れないという思いでー支援と3.11を忘れないという思いで
各地のいろんな方々と交流したい」と各地のいろんな方々と交流したい」と
話している。日々の状況は、垣添会話している。日々の状況は、垣添会
長のインスタグラム（https://www.長のインスタグラム（https://www.
instagram.com/t.kakizoe/）で報告すinstagram.com/t.kakizoe/）で報告す
る。る。

　公益財団法人日本対がん協会の垣添　公益財団法人日本対がん協会の垣添
忠生会長は、東日本大震災から12年忠生会長は、東日本大震災から12年
となる今年、東北地方の太平洋岸の自となる今年、東北地方の太平洋岸の自
然歩道「みちのく潮風トレイル」をたど然歩道「みちのく潮風トレイル」をたど
りながら、被災地のがんサバイバーやりながら、被災地のがんサバイバーや
支援者、医療従事者らを励まし、交流支援者、医療従事者らを励まし、交流
を深める旅を始めた。早春の青森・八を深める旅を始めた。早春の青森・八
戸をスタートし、初夏に福島・相馬で戸をスタートし、初夏に福島・相馬で
のゴールをめざす。のゴールをめざす。
　みちのく潮風トレイルは、青森県八　みちのく潮風トレイルは、青森県八
戸市蕪島（かぶしま）から福島県相馬市戸市蕪島（かぶしま）から福島県相馬市
松川浦まで総延長1,000kmを超える自松川浦まで総延長1,000kmを超える自
然歩道。環境省が整備し、2019年に然歩道。環境省が整備し、2019年に
全線が開通した。垣添会長は2023年全線が開通した。垣添会長は2023年
３月27日から６月23日までの間、４３月27日から６月23日までの間、４
回に分けて北から南へ歩く。回に分けて北から南へ歩く。
　垣添会長のウォーキングによるがん　垣添会長のウォーキングによるがん
サバイバー支援の活動は、2018年にサバイバー支援の活動は、2018年に
実施した「全国縦断がんサバイバー支実施した「全国縦断がんサバイバー支
援ウォーク」以来。当時は九州から北援ウォーク」以来。当時は九州から北
海道まで、一部区間では交通機関も利海道まで、一部区間では交通機関も利
用しながら約3,500kmを延べ90日間か用しながら約3,500kmを延べ90日間か
けて移動した。この間、全国がんセンけて移動した。この間、全国がんセン
ター協議会加盟の32病院を訪ね、がター協議会加盟の32病院を訪ね、が
んサバイバーと語り合うなどした。んサバイバーと語り合うなどした。
　みちのく潮風トレイルをたどる旅の　みちのく潮風トレイルをたどる旅の
第１回は３月27日に出発した。この第１回は３月27日に出発した。この
日は青森県八戸市のJR鮫駅から種差日は青森県八戸市のJR鮫駅から種差
海岸まで約11kmを歩いた。全行程の海岸まで約11kmを歩いた。全行程の

初日でもあり、協会の梅田初日でもあり、協会の梅田
正行理事長、岡本宏之事務正行理事長、岡本宏之事務
局長、リレー・フォー・ライ局長、リレー・フォー・ライ
フ・ジャパン八戸実行委員フ・ジャパン八戸実行委員
会のメンバーらが同行し会のメンバーらが同行し
た。第１回の行程は、三陸た。第１回の行程は、三陸
海岸を南下し、岩手県釜海岸を南下し、岩手県釜
石市までの423kmあまり。石市までの423kmあまり。
垣添会長は、一部区間では垣添会長は、一部区間では
交通機関などを利用する交通機関などを利用する
が、体調や天候が許す限りが、体調や天候が許す限り
１日あたり20km前後を歩１日あたり20km前後を歩
く予定。く予定。
　垣添会長は「がんサバイ　垣添会長は「がんサバイ

RFLJ八戸のメンバーと出発前の記念撮影をするRFLJ八戸のメンバーと出発前の記念撮影をする
垣添会長（右）垣添会長（右）

太平洋に臨む種差海岸を歩く垣添会長太平洋に臨む種差海岸を歩く垣添会長

福島県相馬市の追悼式に参列した垣添会長

被災地のがん患者被災地のがん患者ととのの交流深める旅へ出発交流深める旅へ出発被災地のがん患者との交流深める旅へ出発
青森･八戸～福島･相馬青森･八戸～福島･相馬 約約10001000kmkmウォークウォーク 日本対がん協会  垣添会長
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かれる「がん征圧全国大会　山口大会」
で表彰される。

優秀賞には、小林あつみさん（北海
道）、小柳英治さん（新潟）、前悠佳璃
さん（熊本）の計３作品が選ばれた。

スローガン使用に関する問い合
わせは、日本対がん協会の広報担
当（電話03-3541-4771、メール：
jcskouhou@jcancer.jp）へ。（日本対が
ん協会広報グループ・渡辺奈保子）

の選考委員会が決めている。2023年
度のスローガン候補は40支部から178
作品が寄せられた。

新型コロナウイルス感染症の流行が
長引く中、がん検診の受診者数は2020
年に大きく落ち込んだものの、2021年
以降の受診者数は回復しつつある。村
田さんの作品は「安心」「明日」という言
葉をがん検診にかけ、希望や明るさを
感じさせるとして最優秀賞に選ばれ
た。がん征圧月間の９月、山口市で開

公益財団法人日本対がん協会の2023
年度がん征圧スローガンが「安心を　
明日につなぐ　がん検診」（山梨県支
部・村田智子さんの作品）に決まった。
この４月から１年間、日本対がん協会
が発行するポスターやリーフレットな
どに掲載してがん検診受診を呼びかけ
るほか、希望する自治体や企業などの
啓発資材にも使われる。

スローガンは毎年、全国のグループ
支部職員から募り、日本対がん協会内

日頃、受診者の方から、「今年も無事に検診が終わって安心した」「検診でがんが
発見されてショックを受けたけれど、早期だったのでほっとした」などのお言葉を
いただきます。スローガンには、がん検診が現在と近い未来の安心につながって欲
しいという想いを込めました。検診機関では安全で精度の高い検診の実施を目指
し、日々努力しています。ご自身や大切な方の安心につなげるために、定期的なが
ん検診の受診をお勧めいたします。

最 優最 優
秀 賞秀 賞

「安心を　明日につなぐ　がん検診」「安心を　明日につなぐ　がん検診」
公益財団法人山梨県健康管理事業団

業務部健康支援室 村田 智子さん

2023年度
がん征圧がん征圧
スローガンスローガン 「安心を 明日につなぐ がん検診」「安心を 明日につなぐ がん検診」

初めて受診される方や受診をためらう方へのアピールになるスローガンにしたいと考え、将来のために健
康を積み立てるイメージで『投資』と言う言葉を選びました。健康に対する意識がより高まるといいなと思
いました。検診を受けるのは面倒だし不安なこともあるかと思いますが、自分への投資という前向きなイメ
ージを持っていただけると嬉しいです。

「がん検診　未来のわたしへ　健康投資」�「がん検診　未来のわたしへ　健康投資」�
公益財団法人北海道対がん協会　旭川がん検診センター総務・施設課公益財団法人北海道対がん協会　旭川がん検診センター総務・施設課�� 小林 あつみ小林 あつみさんさん

優秀賞優秀賞

未曽有のコロナ下においても、各支部ではさまざまな対策や工夫を凝らして、がん検診を実施してきまし
た。今後も社会情勢の変化に柔軟に対応し、受診しやすい検診体制を提供することで、がん検診が持続可能
な健康チェックのツールとして貢献できたらと思います。健康を守るためのがん検診を是非、積極的に受診
していただきたいと思います。

「がん検診　持続可能な　健康チェック」�「がん検診　持続可能な　健康チェック」�
公益財団法人新潟県健康づくり財団　事業推進課�公益財団法人新潟県健康づくり財団　事業推進課� 小柳 英治小柳 英治さんさん

優秀賞優秀賞

一人でも多くの方が、がんを早期に発見して健康でいきいきとした社会生活を長く送れるようにという思
いを込めたスローガンです。保健師として検診後の精密検査追跡業務を行うなかで、精検未受診の理由とし
て自覚症状がないことや多忙の回答を多く目にします。自己判断で放置せず、がん検診の目的を果たすため
にも必ず精密検査を受診してください。

「あのときの　がん検診で　今がある」�「あのときの　がん検診で　今がある」�
公益財団法人熊本県総合保健センター　情報管理室�公益財団法人熊本県総合保健センター　情報管理室� 前 悠佳璃前 悠佳璃さんさん

優秀賞優秀賞

山梨県支部 村田智子さんの作品に決定
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種で完了すること種で完了すること――などが了承さなどが了承さ
れた。れた。

子宮頸がんの原因となるHPV（ヒト子宮頸がんの原因となるHPV（ヒト
パピローマウイルス）感染を防ぐワクパピローマウイルス）感染を防ぐワク
チンの定期接種で、厚生労働省の厚生チンの定期接種で、厚生労働省の厚生
科学審議会予防接種･ワクチン分科会科学審議会予防接種･ワクチン分科会
は、４月から導入された９価ワクチンは、４月から導入された９価ワクチン

（シルガード９）について、15歳未満（シルガード９）について、15歳未満
の接種対象者の場合、２回で終える接の接種対象者の場合、２回で終える接
種スケジュールを了承した。２価ワク種スケジュールを了承した。２価ワク
チン（サーバリックス）と４価ワクチンチン（サーバリックス）と４価ワクチン

（ガーダシル）はこれまで通り３回接種（ガーダシル）はこれまで通り３回接種
する。また、９価でも初回から２回目する。また、９価でも初回から２回目
までの間隔が十分確保できない場合やまでの間隔が十分確保できない場合や
接種対象者が15歳以上の場合は３回接種対象者が15歳以上の場合は３回
接種する。接種する。

HPVワクチンの定期接種は小学６HPVワクチンの定期接種は小学６
年生から高校１年生に相当する年代の年生から高校１年生に相当する年代の
女性を対象に実施されており、接種回女性を対象に実施されており、接種回
数は２価、４価ともに３回となってい数は２価、４価ともに３回となってい
る。また、2022年度まで定期接種のる。また、2022年度まで定期接種の
対象外で、今年４月から定期接種に導対象外で、今年４月から定期接種に導
入された９価も３回となっていた。入された９価も３回となっていた。

一方、海外諸国では９価を中心に若一方、海外諸国では９価を中心に若
年層は２回接種が主流となっている。年層は２回接種が主流となっている。
日本でも９価の定期接種導入が決まっ日本でも９価の定期接種導入が決まっ
た昨年秋以降、９価の接種回数の見直た昨年秋以降、９価の接種回数の見直
しが検討されてきた。薬事・食品衛生しが検討されてきた。薬事・食品衛生
審議会は２月、９価の２回接種の販売審議会は２月、９価の２回接種の販売
製造承認について了承。分科会に先立製造承認について了承。分科会に先立
ち、基本方針部会でも３月１日、９価ち、基本方針部会でも３月１日、９価
の２回接種による定期接種が了承されの２回接種による定期接種が了承され
た。た。

３月７日の分科会は、基本方針部会３月７日の分科会は、基本方針部会
の議論を踏まえ、①９価の標準的な接の議論を踏まえ、①９価の標準的な接
種スケジュールを、初回接種の６か月種スケジュールを、初回接種の６か月
後の２回接種とすること、②初回から後の２回接種とすること、②初回から
の接種間隔は最低５カ月以上とし、５の接種間隔は最低５カ月以上とし、５
カ月未満で２回目を接種した場合は３カ月未満で２回目を接種した場合は３
回目を接種すること、③２価、４価と回目を接種すること、③２価、４価と
の交互接種になる場合は３回接種とすの交互接種になる場合は３回接種とす

ること、④15歳になるまでに初回接ること、④15歳になるまでに初回接
種を行えば、15歳になっても２回接種を行えば、15歳になっても２回接

９価HPVワクチン定期接種９価HPVワクチン定期接種
15歳未満15歳未満はは２回接種２回接種もも可能可能にに

厚生科学審議会予防接種･ワクチン分科会が了承

古本で日本対がん協会に寄付ができます
読み終えた本やDVDなどを活用しませんか？ 詳しくは「チャリボン」　https://www.charibon.jp/partner/jcs/

（ISDNのバーコードがついた書籍類が対象です）
お問合せ（株式会社バリューブックス）：0120︲826︲295
受付時間：10：00︲21：00（月～土）　10：00︲17：00（日）

２回接種の定期接種化に関する基本方針部会の議論のまとめ
【１】２回接種の接種方法について
　●標準的な接種スケジュールを初回接種の６ヵ月後の２回接種とする。
　●�初回からの２回目までの接種間隔は最低５ヵ月以上とし、５ヵ月未満で2回目
を接種した場合は合計３回の接種とする。

　●接種間隔の上限は特段設定しない。
　●２価及び４価HPVワクチンとの交互接種となる場合は３回接種とする。
【２】２回接種の対象年齢について
　●小学校６年生の学年から、15歳の誕生日の前日（15歳未満）までとする。
　●�15歳になるまでの間に１回目の接種を行えば、2回での接種完了を可能とする。

※厚生労働省資料より作成

０カ月 １カ月 ２カ月 ３カ月 ４か月 ５カ月 ６カ月
【２回接種】
小学６年相当
～15歳未満
の女性

初回 ２回目

【３回接種】
小学６年～
高校１年相当
の女性

初回 ２回目 ３回目

2023年４月から2023年４月から
実 施実 施



2023年4月1日� � 対 が ん 協 会 報� � （�5�）

え、９価ワクチンも接種できるようにえ、９価ワクチンも接種できるように
なりました。「価」の前の数字は、簡単なりました。「価」の前の数字は、簡単
に言うとカバーできる型の数を表してに言うとカバーできる型の数を表して
います。ほかに何か違いはあるの？ います。ほかに何か違いはあるの？ 
安全性は大丈夫？という疑問や不安が安全性は大丈夫？という疑問や不安が
あるかもしれません。あるかもしれません。

そんな時は、厚生労働省の予防接種そんな時は、厚生労働省の予防接種
に関する相談窓口やお住まいの都道府に関する相談窓口やお住まいの都道府
県に設置された相談窓口、かかりつけ県に設置された相談窓口、かかりつけ
医などに相談することもできます。医などに相談することもできます。

定期接種の対象年齢は若いですが、定期接種の対象年齢は若いですが、
保護者だけで判断せず、本人と一緒保護者だけで判断せず、本人と一緒
に、受けた場合と受けなかった場合でに、受けた場合と受けなかった場合で
は、どんなメリットやデメリットがあは、どんなメリットやデメリットがあ
るのか書き出してみるなど冷静に考えるのか書き出してみるなど冷静に考え
ましょう。よく話し合い、できる限りましょう。よく話し合い、できる限り
納得することが大切です。納得することが大切です。

思い描く夢や将来を想像しながら、思い描く夢や将来を想像しながら、
今ある命をどう未来につなげていくの今ある命をどう未来につなげていくの
か考えていただけたらと思います。か考えていただけたらと思います。

子宮頸がんで苦しんだり悲しんだり子宮頸がんで苦しんだり悲しんだり
しないためには、HPVワクチン接種しないためには、HPVワクチン接種
と子宮頸がん検診の受診が大切です。と子宮頸がん検診の受診が大切です。
HPVワクチンを接種しても、しなくHPVワクチンを接種しても、しなく
ても、20歳になったら２年に１回のても、20歳になったら２年に１回の
検診は必ず受けましょう。もしも、の検診は必ず受けましょう。もしも、の
ときの早期発見につながります。ときの早期発見につながります。

◇◇
日本対がん協会が運営する無料電話日本対がん協会が運営する無料電話

相談「がん相談ホットライン」には、が相談「がん相談ホットライン」には、が
ん患者さんやその家族の方などから多ん患者さんやその家族の方などから多
くの相談が寄せられています。実際にくの相談が寄せられています。実際に
受けた相談の中から相談員一人ひとり受けた相談の中から相談員一人ひとり
が受け止めた思いをつづります。随時が受け止めた思いをつづります。随時
掲載です。がんサバイバー・クラブの掲載です。がんサバイバー・クラブの
サイトでもお読みいただけます。サイトでもお読みいただけます。

ある日の相談で、開口一番「どうしある日の相談で、開口一番「どうし
てワクチンを打たないんですか!!」と叫てワクチンを打たないんですか!!」と叫
びにも近い声で電話をかけてこられたびにも近い声で電話をかけてこられた
女性のことが忘れられません。女性のことが忘れられません。

その女性は、子宮頸がんになった方その女性は、子宮頸がんになった方
でした。でした。

結婚して当たり前のように子供を持結婚して当たり前のように子供を持
てると思っていたそうです。でも、不てると思っていたそうです。でも、不
正出血があって婦人科を受診したとこ正出血があって婦人科を受診したとこ
ろ、子宮頸がんと診断されました。そろ、子宮頸がんと診断されました。そ
れだけでもショックなことですが、病れだけでもショックなことですが、病
状が進んでいたため子宮を切除する必状が進んでいたため子宮を切除する必
要があると言われたのです。要があると言われたのです。

子宮頸がんの原因となるヒトパピ子宮頸がんの原因となるヒトパピ
ローマウイルス（HPV）の感染を防ぐローマウイルス（HPV）の感染を防ぐ
効果が期待できる｢HPVワクチン｣は、効果が期待できる｢HPVワクチン｣は、
初めて性交渉を経験する前の接種が最初めて性交渉を経験する前の接種が最
も効果が高いとされています。現在、も効果が高いとされています。現在、
小学６年～高校１年相当の女子を対象小学６年～高校１年相当の女子を対象
に定期接種が行われています。でも、に定期接種が行われています。でも、
この女性が対象年齢の頃、まだ定期接この女性が対象年齢の頃、まだ定期接
種が行われていませんでした。種が行われていませんでした。

もし受けられていたら子宮頸がんにもし受けられていたら子宮頸がんに
なっていなかったかもしれない……。なっていなかったかもしれない……。
今頃は子供を抱っこしていたかもしれ今頃は子供を抱っこしていたかもしれ
ない……。ない……。

そう思うと、悔しさ、やりきれなそう思うと、悔しさ、やりきれな
さ、どうして自分がという憤り、自分さ、どうして自分がという憤り、自分
がいけなかったと自分を責めてしまうがいけなかったと自分を責めてしまう
苦しさ等、様々な感情が押し寄せてと苦しさ等、様々な感情が押し寄せてと
ても苦しんでいました。ても苦しんでいました。

同時に、自分のような思いをしても同時に、自分のような思いをしても
いいの？ 守れる未来や命があるんだいいの？ 守れる未来や命があるんだ
よ……と。よ……と。

こうした思いが前述の一言につながこうした思いが前述の一言につなが
ったのです。ったのです。

国は2013年にHPVワクチンの公費国は2013年にHPVワクチンの公費
による定期接種を始めました。対象年による定期接種を始めました。対象年
齢の女子は無料で接種できますが、接齢の女子は無料で接種できますが、接
種後に多様な症状が報告されたため、種後に多様な症状が報告されたため、
接種を積極的に勧めることは控えられ接種を積極的に勧めることは控えられ
ました。その後、「安全性について特ました。その後、「安全性について特

段の懸念が認められないことが確認さ段の懸念が認められないことが確認さ
れ、接種による有効性が副反応のリれ、接種による有効性が副反応のリ
スクを明らかに上回ると認められましスクを明らかに上回ると認められまし
た」（厚生労働省ホームページHPVワた」（厚生労働省ホームページHPVワ
クチンに関するQ&Aより抜粋）としクチンに関するQ&Aより抜粋）とし
て、昨年４月、約９年ぶりに積極的勧て、昨年４月、約９年ぶりに積極的勧
奨が再開されました。奨が再開されました。

積極的勧奨が控えられた間、ワクチ積極的勧奨が控えられた間、ワクチ
ンを接種する人は激減し、子宮頸がんンを接種する人は激減し、子宮頸がん
になる方が増えないことを祈る日々でになる方が増えないことを祈る日々で
した。した。

厚生労働省は引き続き安全性の評厚生労働省は引き続き安全性の評
価、接種後に生じた症状の診療実態の価、接種後に生じた症状の診療実態の
把握や体制強化をしていくことにも言把握や体制強化をしていくことにも言
及しています。及しています。

でも、いざワクチンを受けるとなでも、いざワクチンを受けるとな
ると、痛い？ 身体への影響は？等、ると、痛い？ 身体への影響は？等、
様々な不安が出てくることでしょう。様々な不安が出てくることでしょう。
ホットラインにもそうした相談が寄せホットラインにもそうした相談が寄せ
られています。られています。

たしかに、どんなワクチンにもまったしかに、どんなワクチンにもまっ
たくリスクがないものはありません。たくリスクがないものはありません。
怖いと感じたり、不安になったりする怖いと感じたり、不安になったりする
のは当然です。だからといって、リスのは当然です。だからといって、リス
クだけをみて受けないと決めてしまっクだけをみて受けないと決めてしまっ
ていいのでしょうか。ていいのでしょうか。

私たちは新型コロナのワクチン接種私たちは新型コロナのワクチン接種
についてよく考えたはずです。効果はについてよく考えたはずです。効果は
あるの？安全性やリスクは？もし何かあるの？安全性やリスクは？もし何か
起きた時はどのように対処されるの？起きた時はどのように対処されるの？
相談できる所はある？HPVワクチン相談できる所はある？HPVワクチン
も見ていくポイントは同じです。まずも見ていくポイントは同じです。まず
は正しい情報を知ることから始めましは正しい情報を知ることから始めまし
ょう。ょう。

４月からは２価、４価ワクチンに加４月からは２価、４価ワクチンに加

がん相談ホットラインの
現場から HPVワクチン接種についてHPVワクチン接種について

【HPVワクチンに関する情報】 （厚生労働省のホームページ）
⃝ヒトパピローマウイルス感染症～子宮頸がん（子宮けいがん）とHPVワクチン～⃝ヒトパピローマウイルス感染症～子宮頸がん（子宮けいがん）とHPVワクチン～
　一般の方向け基本情報　一般の方向け基本情報
　　https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou28/index.htmlhttps://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou28/index.html
⃝�ヒトパピローマウイルス（HPV）ワクチンの接種を逃した方へ� �⃝�ヒトパピローマウイルス（HPV）ワクチンの接種を逃した方へ� �
～キャッチアップ接種のご案内～～キャッチアップ接種のご案内～
　�https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou/hpv_catch-up-　�https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou/hpv_catch-up-
vaccination.htmlvaccination.html
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とれた食生活を▽塩辛い食品は控えめとれた食生活を▽塩辛い食品は控えめ
に…などの「がんを防ぐための新12かに…などの「がんを防ぐための新12か
条」を紹介した。条」を紹介した。

たことに触れながら「これからも長生たことに触れながら「これからも長生
きしてほしい。自分でもサポートでききしてほしい。自分でもサポートでき
ればいいなと思います」と話した。ればいいなと思います」と話した。

生徒は「がんに対する考え方が変わり生徒は「がんに対する考え方が変わり
ました。がんになるのは仕方がないこました。がんになるのは仕方がないこ
と。身近な人ががんになったら優しくと。身近な人ががんになったら優しく
接したいと思います」と話した。接したいと思います」と話した。

尾山台中学校では３月３日、２年生尾山台中学校では３月３日、２年生
約100人を対象に体育館で授業がおこ約100人を対象に体育館で授業がおこ
なわれた。なわれた。

堀さんは、生徒たちにクイズを出題堀さんは、生徒たちにクイズを出題
しながら、日本人の一生の中で２人しながら、日本人の一生の中で２人
に１人はがんになること、１年間でに１人はがんになること、１年間で
約100万人が新たにがんになり、品川約100万人が新たにがんになり、品川
区の人口に相当する約38万人が毎年区の人口に相当する約38万人が毎年
がんで亡くなっている状況を説明。ががんで亡くなっている状況を説明。が
んは体の細胞が増える過程で発症するんは体の細胞が増える過程で発症する
ため誰にでも起こり得ることだが、早ため誰にでも起こり得ることだが、早
期発見と適切な治療で治せることを伝期発見と適切な治療で治せることを伝
えた。また、禁煙やバランスのいい食えた。また、禁煙やバランスのいい食
事、適度な運動などがリスクを下げる事、適度な運動などがリスクを下げる
こと、がん検診で早期がんを見つけらこと、がん検診で早期がんを見つけら
れることも説明した。れることも説明した。

千歳丘高校では３月16日、２年生千歳丘高校では３月16日、２年生
約200人を対象にがん教育授業がおこ約200人を対象にがん教育授業がおこ
なわれた。堀さんは授業の冒頭、「がなわれた。堀さんは授業の冒頭、「が
んのことを知り、家族ががんになったんのことを知り、家族ががんになった
らどうしたらいいのかなど、自分自身らどうしたらいいのかなど、自分自身
の心構えをもってもらいたい」と話し、の心構えをもってもらいたい」と話し、
がんをめぐる日本の状況や、がんが発がんをめぐる日本の状況や、がんが発
生する仕組みについて説明した。その生する仕組みについて説明した。その
うえで、がんの治療は早期発見がカギうえで、がんの治療は早期発見がカギ
であり、そのためにはがん検診を受けであり、そのためにはがん検診を受け
ることが大切だと指摘した。ることが大切だと指摘した。

また、がんになるリスクを下げる生また、がんになるリスクを下げる生
活習慣として、たばこを吸わない▽他活習慣として、たばこを吸わない▽他
人のたばこの煙を避ける▽バランスの人のたばこの煙を避ける▽バランスの

堀さんは2000年、48歳のときに肺堀さんは2000年、48歳のときに肺
がんを告知され、放射線治療や外科手がんを告知され、放射線治療や外科手
術を受けた。その後の2006年、がん術を受けた。その後の2006年、がん
患者やその家族を支援し、がん征圧を患者やその家族を支援し、がん征圧を

がんが発生する仕組みを説明する堀さん＝世田谷区立尾山台中

がん細胞について説明する堀さん＝東京都立千歳丘高校

めざすチャリティ活動めざすチャリティ活動
「リレー・フォー・ライ「リレー・フォー・ライ
フ」に参加した。集めフ」に参加した。集め
られた寄付金は、若手られた寄付金は、若手
医師の育成や新薬開発医師の育成や新薬開発
の助成など未来の子どの助成など未来の子ど
もたちへの活動でもあもたちへの活動でもあ
ると話し、最後に「がると話し、最後に「が
んになるのは誰のせいんになるのは誰のせい
でもない。いまを生きでもない。いまを生き
る命を大切にしてほしる命を大切にしてほし
い」と生徒たちへ呼びい」と生徒たちへ呼び
かけた。かけた。

講師へお礼を述べた講師へお礼を述べた

　日本対がん協会は３月、東京都世田谷区の区立中学校、都立高校の２校で行われたがん教育授業に協力し、がんサ
バイバー・クラブのスタッフ、堀均さん（71）を外部講師として派遣し、がんの基礎知識とともにがん検診の重要性、
闘病体験談を通して命の大切さを伝えた。

闘病経験談では、肺闘病経験談では、肺
がんの治療中、家族にがんの治療中、家族に
経済的な心配をかけ、経済的な心配をかけ、
休職で勤務先に迷惑を休職で勤務先に迷惑を
かけたことを振り返かけたことを振り返
り、「がんになっても、り、「がんになっても、
ならなくても暮らしやならなくても暮らしや
すい社会を作っていきすい社会を作っていき
ましょう」と話した。ましょう」と話した。

授業後、お礼を述べ授業後、お礼を述べ
た生徒は、肺がんになた生徒は、肺がんにな
った家族が最近、入院った家族が最近、入院
先から自宅へ戻ってき先から自宅へ戻ってき

世田谷区立尾山台中学校世田谷区立尾山台中学校

東京都立千歳丘高校東京都立千歳丘高校

がん相談 ホットライン がん相談 ホットライン ０３０３－－３５４１３５４１－－７８３０７８３０
態勢縮小のため

電話がつながりにくい
ことがあります。

何卒ご了承ください

毎日受け付けています
時間は当分の間、10：00～13：00　15：00～18：00
社会保険労務士による「がんと就労」電話相談の予約はインターネットの
専用フォームで受け付けます。がん専門医による相談は今年度休止します 社労士による電話相談

世田谷区立尾山台中学校／東京都立千歳丘高校世田谷区立尾山台中学校／東京都立千歳丘高校

都内２校でがん教育授業

がんサバイバーがんサバイバーがが命の大切さ伝える



４４月月2626日日
開 催開 催

2023年4月1日� � 対 が ん 協 会 報� � （�7�）

よる寄付」を金融機関と共同開発しまよる寄付」を金融機関と共同開発しま
した。片付けや生前整理をしても最後した。片付けや生前整理をしても最後
に残ってしまう財産を社会に「恩送り」に残ってしまう財産を社会に「恩送り」
する方法として、人生最後の社会貢献する方法として、人生最後の社会貢献

「遺贈寄付」について事例を交えて解説「遺贈寄付」について事例を交えて解説
します。します。
　定員500人。無料。申し込みは、　定員500人。無料。申し込みは、
Webフォーム（https://ws.formzu.Webフォーム（https://ws.formzu.
net/dist/S41822905/）か、住所・氏net/dist/S41822905/）か、住所・氏
名・年齢・電話番号を明記してメール名・年齢・電話番号を明記してメール

（kifu@jcancer.jp）で。申し込みシー（kifu@jcancer.jp）で。申し込みシー
トがあればファクス（03・3541・4783）トがあればファクス（03・3541・4783）
でも受け付けます。締め切りは４月でも受け付けます。締め切りは４月
25日（火）午後１時。事前にZoom招待25日（火）午後１時。事前にZoom招待
URLをお送りします。問い合わせは、URLをお送りします。問い合わせは、
日本対がん協会セミナー事務局（03・日本対がん協会セミナー事務局（03・
3541・4771）へ。3541・4771）へ。

　公益財団法人日本対がん協会は３　公益財団法人日本対がん協会は３
月、東京都内で開催された「東京マラ月、東京都内で開催された「東京マラ
ソン2023」「Reライフフェスティバルソン2023」「Reライフフェスティバル
2023春」にブースを出展し、多くの参2023春」にブースを出展し、多くの参
加者に協会の活動を紹介するととも加者に協会の活動を紹介するととも
に、がん検診の受診、寄付による支援に、がん検診の受診、寄付による支援
などを呼びかけた。などを呼びかけた。
　４年ぶりにコロナ禍前と同じ規模　４年ぶりにコロナ禍前と同じ規模
で開催された３月５日の「東京マラソで開催された３月５日の「東京マラソ

　日本対がん協会は４月26日（水）午　日本対がん協会は４月26日（水）午
後２時から、オンライン終活セミナー後２時から、オンライン終活セミナー

「片付け、生前整理で社会貢献」を開き「片付け、生前整理で社会貢献」を開き
ます。「終活」と聞くと「片付け」「生前整ます。「終活」と聞くと「片付け」「生前整
理」をイメージする人は多いようです。理」をイメージする人は多いようです。
片付けのポイントや注意事項を、プロ片付けのポイントや注意事項を、プロ
の講師が伝授します。日本対がん協会の講師が伝授します。日本対がん協会
の活動案内、遺贈寄付の事例紹介もあの活動案内、遺贈寄付の事例紹介もあ
ります。ります。

ン2023」で、日本対がん協会は寄付先ン2023」で、日本対がん協会は寄付先
団体の一つに選定され、がん経験者団体の一つに選定され、がん経験者
を含む多くのチャリティランナーにを含む多くのチャリティランナーに
参加してもらった。大会当日はゴー参加してもらった。大会当日はゴー
ルに近い東京国際フォーラム（千代田ルに近い東京国際フォーラム（千代田
区）のチャリティラウンジで出場した区）のチャリティラウンジで出場した
ランナーをねぎらい、完走者の記念撮ランナーをねぎらい、完走者の記念撮
影や、寄付金で支えられている活動の影や、寄付金で支えられている活動の
紹介をした。大会直前の３月２～４日紹介をした。大会直前の３月２～４日
は、ランナー受付会場の東京ビッグサは、ランナー受付会場の東京ビッグサ
イト（江東区）で催された「東京マラソイト（江東区）で催された「東京マラソ
ンEXPO 2023」に参加し、がん相談ンEXPO 2023」に参加し、がん相談
ホットラインなどによるがん患者・家ホットラインなどによるがん患者・家
族の支援事業、遺贈寄付による社会貢族の支援事業、遺贈寄付による社会貢
献事業などを紹介した。献事業などを紹介した。
　「Reライフフェスティバル2023春」　「Reライフフェスティバル2023春」

（朝日新聞社主催）は３月10日、４年（朝日新聞社主催）は３月10日、４年
ぶりにリアル開催され、会場となったぶりにリアル開催され、会場となった

Reライフフェスティバルで
遺贈に関する相談を受ける齋藤氏完走を果たし、記念撮影するチャリティランナー

チャリティランナー（中央）も参加した
©東京マラソン財団

般について話します。2014年に立ち般について話します。2014年に立ち
上げた「お宝エイド」は、不要な物を買上げた「お宝エイド」は、不要な物を買
い取ってもらい自分のためのお金に換い取ってもらい自分のためのお金に換
えるのではなく、社会貢献の一手段とえるのではなく、社会貢献の一手段と
して、自分が応援したいNPOなど非して、自分が応援したいNPOなど非
営利組織の寄付先団体に換金額を寄付営利組織の寄付先団体に換金額を寄付
する活動に取り組んでいます。する活動に取り組んでいます。

東京マラソン、東京マラソン、
ReライフフェスティバルでReライフフェスティバルで

「片付け、生前整理で社会貢献」テーマに
　　　オンライン終活セミナー

　講師は、物品寄付　講師は、物品寄付
型ファンドレイジン型ファンドレイジン
グプログラム「お宝グプログラム「お宝
エイド」を主宰するエイド」を主宰する
三井恒雄氏です。「ス三井恒雄氏です。「ス
ッキリする家に眠るッキリする家に眠る

『お宝』の手放し方」『お宝』の手放し方」
と題し、終活や生前整理での片付け全と題し、終活や生前整理での片付け全
三井恒雄氏

齋藤弘道氏

　また、遺贈寄附推　また、遺贈寄附推
進機構株式会社代表進機構株式会社代表
取締役で、全国レガ取締役で、全国レガ
シーギフト協会理事シーギフト協会理事
の齋藤弘道氏が「遺の齋藤弘道氏が「遺
りものには福がありりものには福があり
ます」と題して講演ます」と題して講演

します。信託銀行勤務の経験などからします。信託銀行勤務の経験などから
2018年に遺贈寄附推進機構株式会社2018年に遺贈寄附推進機構株式会社
を設立し、日本初の「遺言代用信託にを設立し、日本初の「遺言代用信託に

日新聞朝刊日曜版のReライフ面でコ日新聞朝刊日曜版のReライフ面でコ
ラム「今すぐできる終活講座」を連載しラム「今すぐできる終活講座」を連載し
ていた遺贈寄附推進機構株式会社代表ていた遺贈寄附推進機構株式会社代表
取締役の齋藤弘道氏が遺贈に関する相取締役の齋藤弘道氏が遺贈に関する相
談を受け付けた。22日には、日本対が談を受け付けた。22日には、日本対が
ん協会で終活セミナー「人生を豊かにん協会で終活セミナー「人生を豊かに
するエンディングノートの書き方」をするエンディングノートの書き方」を
オンラインとのハイブリッドで開催。オンラインとのハイブリッドで開催。
Reライフフェスティバルの会場で配布Reライフフェスティバルの会場で配布
されたエンディングノートを使い、齋されたエンディングノートを使い、齋

日本対がん
協会啓発活動啓発活動

日本対がん協会

東京都中央区のホテルは東京都中央区のホテルは
多くの来場者でにぎわっ多くの来場者でにぎわっ
た。日本対がん協会のブた。日本対がん協会のブ
ースでは乳がん検診や子ースでは乳がん検診や子
宮頸がん検診の受診、ほ宮頸がん検診の受診、ほ
ほえみ基金への寄付などほえみ基金への寄付など
を呼びかけた。また、朝を呼びかけた。また、朝

藤氏が書藤氏が書
き方につき方につ
いてアドいてアド
バイスしバイスし
た。た。
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します。多様な人材を組織に受けします。多様な人材を組織に受け
入れてその能力を活用しようとい入れてその能力を活用しようとい
う考え方「ダイバーシティ＆インう考え方「ダイバーシティ＆イン
クルージョン」（多様性と包摂性）クルージョン」（多様性と包摂性）
の視点からがん治療と就労の問題の視点からがん治療と就労の問題
を考えます。を考えます。

「働く世代のためのがんリテラシー向上プロジェクト」特設サイト「働く世代のためのがんリテラシー向上プロジェクト」特設サイト
https://www.jcancer.jp/hataraku/seminar/https://www.jcancer.jp/hataraku/seminar/

日本対がん協会は、企業とそこで働日本対がん協会は、企業とそこで働
く人たちががんに関する正しい情報をく人たちががんに関する正しい情報を
集め、理解・活用する能力の向上を支集め、理解・活用する能力の向上を支
援する「働く世代のためのがんリテラ援する「働く世代のためのがんリテラ
シー向上プロジェクト」の一環としてシー向上プロジェクト」の一環として
４月19日（水）午後２時から、第２回４月19日（水）午後２時から、第２回
がんリテセミナーをオンラインで開催がんリテセミナーをオンラインで開催

第2回 がんリテセミナー ４月19日にオンライン開催

「ダイバーシティ＆インクルージョン」 「ダイバーシティ＆インクルージョン」 
がん治療がん治療とと就労就労をを考える考える

本多由紀氏 髙木健二郎氏

郎代表理事です。郎代表理事です。
本多氏は資生堂が取り組むダイバー本多氏は資生堂が取り組むダイバー

シティ＆インクルージョンの全体戦シティ＆インクルージョンの全体戦
略策定、女性活躍施策などに携わり、略策定、女性活躍施策などに携わり、
2022年からは当協会理事も務めてい2022年からは当協会理事も務めてい
ます。ます。

髙木氏は食道がん経験者です。2020髙木氏は食道がん経験者です。2020
年、食道がん患者の支援団体を広告会年、食道がん患者の支援団体を広告会
社勤務と両立しながら設立しました。社勤務と両立しながら設立しました。
日本食道学会広報委員も務めています。日本食道学会広報委員も務めています。

応募は、所定の推薦用紙に必要事項応募は、所定の推薦用紙に必要事項
を記入し、下記へ郵送して下さい。資を記入し、下記へ郵送して下さい。資
料がある場合は同封し、論文は代表的料がある場合は同封し、論文は代表的
なもの（主著論文）５本までとして下さなもの（主著論文）５本までとして下さ
い。い。

詳細は、日本対がん協会ホームペ詳細は、日本対がん協会ホームペ
ージの「募集要項」（https://www.ージの「募集要項」（https://www.
jcancer.jp/recruit/14019）をご覧下jcancer.jp/recruit/14019）をご覧下
さい。推薦用紙のダウンロードもできさい。推薦用紙のダウンロードもでき
ます。問い合わせは、日本対がん協会ます。問い合わせは、日本対がん協会
内の事務局（電話：03-3541-4771、メ内の事務局（電話：03-3541-4771、メ
ール：jcskouhou@jcancer.jp）へ。ール：jcskouhou@jcancer.jp）へ。

朝日新聞社の協力を得て創設されまし朝日新聞社の協力を得て創設されまし
た。「がん予防」を中心に、がん医療・がた。「がん予防」を中心に、がん医療・が
ん研究、画期的な医療機器の開発、がん研究、画期的な医療機器の開発、が
ん患者・サバイバーの支援など幅広いん患者・サバイバーの支援など幅広い
分野が対象です。活動期間は問わず、分野が対象です。活動期間は問わず、
第一線で活躍している個人または団体第一線で活躍している個人または団体
の中から１件を選出します。の中から１件を選出します。

受賞者・団体は９月１日付で発表し受賞者・団体は９月１日付で発表し
ます。日本対がん協会賞は正賞（レリます。日本対がん協会賞は正賞（レリ
ーフ）と副賞（記念品）、朝日がん大賞ーフ）と副賞（記念品）、朝日がん大賞
は正賞（レリーフ）と副賞（100万円）がは正賞（レリーフ）と副賞（100万円）が
贈られます。贈られます。

【応募先】　〒104-0045　【応募先】　〒104-0045　
　　　　　東京都中央区築地５－３－３　築地浜離宮ビル７階　　　　　東京都中央区築地５－３－３　築地浜離宮ビル７階
　　　　　（公財）日本対がん協会「日本対がん協会賞」係宛　　　　　（公財）日本対がん協会「日本対がん協会賞」係宛
【締め切り】６月16日（金）必着厳守【締め切り】６月16日（金）必着厳守

公益財団法人日本対がん協会は、公益財団法人日本対がん協会は、
2023年度の「日本対がん協会賞」「朝日2023年度の「日本対がん協会賞」「朝日
がん大賞」の候補（個人・団体）を募集しがん大賞」の候補（個人・団体）を募集し
ます。多くの方の推薦をお待ちしています。多くの方の推薦をお待ちしてい
ます。有識者による選考委員会が受賞ます。有識者による選考委員会が受賞
者を決定し、「がん征圧月間」となる９者を決定し、「がん征圧月間」となる９
月、山口市で開催する「がん征圧全国月、山口市で開催する「がん征圧全国
大会　山口大会」で表彰式を行います。大会　山口大会」で表彰式を行います。

日本対がん協会賞は、協会設立10日本対がん協会賞は、協会設立10
周年となった1968（昭和43）年度に創周年となった1968（昭和43）年度に創
設されました。がん検診の指導やシス設されました。がん検診の指導やシス
テム開発、第一線での検診・診断活動、テム開発、第一線での検診・診断活動、
がん予防知識の普及・啓発などで長年がん予防知識の普及・啓発などで長年
にわたり地道な努力を重ねた個人と団にわたり地道な努力を重ねた個人と団
体が対象で、各数件を選出します。体が対象で、各数件を選出します。

朝日がん大賞は、日本対がん協会賞朝日がん大賞は、日本対がん協会賞
の特別賞として2001（平成13）年度にの特別賞として2001（平成13）年度に

候補候補をを募集募集2023
年度

６月16日締め切り６月16日締め切り
「日本対がん協会賞」「朝日がん大賞」「日本対がん協会賞」「朝日がん大賞」

　がんに関する知識を問うテストに企業（職場）単位　がんに関する知識を問うテストに企業（職場）単位
で取り組み、がんリテラシーの向上をめざす「がんで取り組み、がんリテラシーの向上をめざす「がん
リテラシー診断」（主催：日本対がん協会）を実施運リテラシー診断」（主催：日本対がん協会）を実施運
営している株式会社オデッセイコミュニケーション営している株式会社オデッセイコミュニケーション
ズは、４月19日～９月30日の期間限定で「がんリテズは、４月19日～９月30日の期間限定で「がんリテ
ラシー診断リリース記念特別価格キャンペーン」をラシー診断リリース記念特別価格キャンペーン」を

実施する。通常１人あたり2200円（税込み）の受講料実施する。通常１人あたり2200円（税込み）の受講料
を1100円（同）に割り引く。最少受講人数20人から10を1100円（同）に割り引く。最少受講人数20人から10
人単位で受け付ける。詳細はオデッセイコミュニケ人単位で受け付ける。詳細はオデッセイコミュニケ
ーションズの「がんリテラシー診断」サイト（https://ーションズの「がんリテラシー診断」サイト（https://
client.odyssey-com.co.jp/jcancer-hataraku/）へ。client.odyssey-com.co.jp/jcancer-hataraku/）へ。

「がんリテラシー診断」割引キャンペーン「がんリテラシー診断」割引キャンペーン

講師は、株式会社資生堂の本多由紀講師は、株式会社資生堂の本多由紀
ダイバーシティ＆インクルージョン戦ダイバーシティ＆インクルージョン戦
略推進部長と一般社団法人食道がんサ略推進部長と一般社団法人食道がんサ
バイバーズシェアリングスの髙木健二バイバーズシェアリングスの髙木健二


